
中

国

禅

の

民

衆

教

化

に

つ

い

て

-
長

藍
宗
蹟

の
場
合
-

永

井

政

之

い
っ
た
い
中
国
の
仏
教
が
、

い
わ
ゆ
る
純
粋
の
仏
教
と
し
て
、
そ
の

教
理
数
学
が
民
衆
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
受
容
さ
れ
た
時
代
が
か

つ
て
存

在
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
あ
る
特
定
の
人
々
を
除
い
て
、
そ
の
よ

う
な
時
代

は
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
言
う
と
、
あ
る

い
は
大
方

は
、
そ
れ
を
否
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

事
実
、

さ
ま
ざ
ま
に
存
在
す
る
仏
教
側

の
資
料
は
、
右
の
よ
う
な
筆

者
の
言
を
覆
す
に
十
分
な
質
と
量
を
誇

る
。
し
か
し
筆
者
が
言

う

の

は
、

一
応

「教
理
教
学
」
と
い
う
限
定
し
た
範
囲
に
お
い
て
で
あ
る
。

確
か
に
中
国
仏
教
と
い
う
学
問
分
野
は
あ
り
、

そ
の
伝
統
を
護
持
し
た

人
々
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
仏
教
が
民
衆

レ
ベ

ル
に
至

る
に

は
、
「教
理
教
学
」
を
ナ
マ
に
露
呈
し
た
形
で
は
決
し
て
あ
り
え

な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
や
、
現
世
で
の
利
益
、

さ
ら
に

は
他
教
と
の
融
合
の
中
で
、
伝
統

の
存
続
が
計
ら
れ
、
民
衆
も
、

だ
か

ら
こ
そ
、
仏
教
を
受
容
し
た
と
言
え
る
。

ち
な
み
に
、
ウ
ィ
ン
・
チ
ッ
ト

・
チ
ャ
ン
著
、

福
井
重
雅
訳

〔近
代

中
国
に
お
け
る
宗
教
の
足
跡
〕
は
、
表
題
の
示
す
よ
う
に
、
近
代
中
国

に
お
け
る
宗
教

の
特
質
を
論
じ
た
上
で
、
「過
去
数
百
年
に
お
け

る
中

国
仏
教
は
、
浄
土
宗
に
帰

一
す
る
と
い
っ
て
よ

い
か
も

し
れ
な

い
」

(同
書
、
六
四
頁
)
 と
総
括
す
る
。
少
な
く
と
も
教

理
を
主
体
と
す
る
仏

教
や
、
禅
が
、

一
般

の
民
衆
に
十
全
に
理
解
さ

れ
た
と

は
考
え

に
く

く
、
そ
の
意
味
で
は
、
浄
土
信
仰
は
、
比
較
的
信

じ
ら
れ
易
か

っ
た
と

言
え
よ
う
。
し
か
し
氏
も
言
う
よ
う
に
 
(同
書
、

一
四
三
頁
)
、
民
衆

が

信
じ
た
の
は
、
儒
仏
道
三
教
を
包
括
し
た
、
諸
説

混
瀟

の
宗
教

で
あ

っ

て
、
浄
土
教
の
み
を
信
じ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
付
記
し
て
お
く
べ
き
は
、

こ
の
小
論

で
し
ば
し
ば
使
う

「民

衆
」

の
概
念
で
あ
る
。
実
は
こ
の
語
に
対
す
る
明
確
な
概
念
規
定
を
、

筆
者
は
持
ち
合
せ
て
い
な
い
。
中
国
人
と
い
う

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
王

中
国
禅

の
民
衆
教
化

に

つ
い
て
 
(
永

井
)
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侯
貴
族
か
ら
市
井
の
人
に
至
る
ま
で
、
誰
し
も
が
中
国
人
で
あ
り
、
民

衆
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
今
は
大
凡
の
も
の
と
し
て
は
、
権
力
の
側

に
あ
る
人

・
知
識
人
と
呼
ば
れ
る
人
以
外
の
人

々
を
、
民
衆
と
見
て
お

く
も
の
と
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
を
教
化
す
る
方
法
と

し
て
、
筆
者
は
、
坐
禅
の
勧
奨
、
斎
戒
を
持

つ
、
先
祖

へ
の
供
養
の
勧

奨
、
現
世
利
益
を
説
く
の
四

つ
の
柱
を
、

一
応
の
目
安
と
し
て
考
え
、

特
に
、
後

の
三
を
中
心
に
み
て
い
る
こ
と
も
、
か

つ
て
述

べ
た
 
(拙
稿

「南
宋
に
お
け
る

一
居
士
の
精
神
生
活
口
」
〔駒
大
仏
教
学
部
論
集
〕
一
七
)
。

二

さ
て
、
近
年
、
そ
の
訳
注
が
、
入
矢
義
高

・
梅
原
郁
両
氏
に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た

〔東
京
夢
華
録
〕
は
、
北
宋

の
都
東
京
 
(開
封
)
 の
庶
民

の
生
活
を
髪
髭
と
さ
せ
て
余
す

こ
と
が
な
い
。
封
建
体
制

の
中
に
あ
り

な
が
ら
も
、
人
々
は
比
較
的
に
自
由
な
生
活
を
営
ん
だ
の
で
あ
る
。

あ
く
束
で
原
則
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
生

れ

の
身
分

に
か
か
わ
ら

ず
、
人
々
は
努
力
さ
え
す
れ
ば
、
士
大
夫
と
な
っ
て
権
力
の
中
枢
に
座

る
こ
と
も
可
能
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
従
来
、
禅
宗
の
展
開
が
、

こ
の

よ
う
な
士
大
夫
の
拾
頭
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
て
き
た
こ
と

も
、
あ
な
が
ち
無
理
は
な
い
。

し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
北
宋
代

の
禅
宗

の
動
向
の
す
べ
て
を
捉
え
た
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
必
ず
し
も
そ
う
は
思
わ
な
い
の
で
あ

る
。
翻

っ
て
み
る
に
、
〔東
京
夢
華
録
〕
が
記
す
、
仏
教

と
庶
民

と

の

関
係
は
、
北
宋
代

の
仏
教
、
就
中
、
禅
の
動
向
を
知
る
上
で
重
要
な
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。

〔東
京
夢
華
録
〕

の

該
当

の
個
所
を
総
て
列
挙
す
る
こ
と
は
紙
数
的
に
不
可
能
で
あ
る
が
、

注
意
す
べ
き
点
は
、
例
え
ば
重
陽
の
日
に

諸
禅
寺
各
有
斎
会
。
惟
開
宝
寺
。
仁
王
寺
有
獅
子
会
。
諸
僧
皆
坐
獅
子
上
作

法
事
講
説
。
遊
人
最
盛
、
云
々
。

(夢
華
録
巻
八
)

と
い
う
、

い
わ
ば
庶
民
教
化
に
法
事
講
説
が
な
さ
れ
た
事
実
が
あ
る

一

方
で
、
多
く
の
場
合
、
庶
民
は
、
寺
院
の
主
催
す
る
仏
教
教
事
に

「興

味
を
も

っ
て
」
参
加
す
る
程
度
で
あ

っ
た
ら
し

い
。
必
要
が
あ
れ
ば
、

街
角
に
立

つ
僧
侶
を
呼
ん
で
も
よ
い
。

億
欲
修
整
屋
宇
。
泥
補
塙
壁
。
生
辰
忌
日
。
欲
設
斎
僧
尼
道
士
。
即
早
辰
橋

市
街
巷
。
皆
有
木
竹
匠
人
。
謂
之
雑
貨
工
匠
。
以
至
雑
作
人
夫
。
道
士
僧
人

羅
立
会
聚
。
候
人
請
喚
。
謂
之
羅
斎
。
竹
木
作
料
。
亦
有
鋪
席
。
確
瓦
泥

匠
。
随
手
即
就
。

(夢
華
録
巻
四
)

さ
ら
に
相
国
寺
の
境
内
で
は
、
月
に
五
回
-
こ

れ
に
は
疑
問
が
呈
さ

れ
る
が
-
の

市
が
た
ち
、
極
め
て
盛
ん
で
あ

っ
た
と
も
言

う
。
(夢

華
録
三
)
。

か
く
し
て
、
著
者
孟
元
老
の
視
野
に
入
る
開
封
仏
教
界
の
動
向
は
、

必
ず
し
も
仏
教
側
の
資
料
と

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
る
。

例
え
ば
六
律
二
禅
の
子
院
を
有
し
た
相
国
寺
は
、
当
時
の
東
京
で
は
名

実
と
も
に
最
高
に
位
置
す
る
寺
で
あ

っ
た
。
そ

こ
へ
は
、
雲
門
宗
の
慧

林
宗
本
、
慧
林
仏
陀
、
智
海
本
逸
、
慧
林
覚
海

と
い
っ
た
人
々
を
中
心
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に
、
謬

々
た
る
禅
僧
が
進
住
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
の
語
録
を

検
討
す
る
と
、

一
般
の
上
堂
語
の
収
録
と
と
も
に
、
入
内
し
て
貴
顕
の

前
で
説
法
し
、
国
家
の
安
寧
を
祈
念
し
た
と
い
う
事
実
の
記
載
に
も
か

な
り
の
注
意
が
払
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
相
国
寺
慧
林
禅
院

一
世
と
な

っ

た
宗
本
に
し
て
も
、
慈
受
懐
深
に
し
て
も
、

そ
の
語
は
必
ず
し
も
権
力

と
の
接
近
を
拒
否
し
な
い
。
宗
本
は
、
入
内
し
て
大
行
皇
帝
 (神
宗
)
 に

追
薦
し
、
今
上
皇
帝
 
(哲
宗
)
 の
聖
寿
無
窮
を
祈
る
こ
と
に
た

め
ら
い

を
見
せ
な

い
し
、
懐
深
も
、
開
堂
に
当
り
、

師
乃
云
。
千
山
万
水
路
岐
長
。
自
喜
親
観
上
国
光
。
会
得
到
家

一
句
。
入
門

切
忌
錯
商
量
。
且
道
。
如
何
得
不
錯
商
量
。
若
作
仏
法
商
量
。
埋
没
自
己
。

若
作
世
諦
商
量
。
享
負
祖
師
。
到
者
裏
。
須
知
仏
法
人
情
。
捏
成

一
塊
。
鑛

言
細
語
。
不
見
両
般
。
急
麿
也
得
。
不
慈
麿
也
得
。
任
心磨
不
急
麿
総
得
。
然

後
没
交
渉
。
方
可
闇
中
取
静
。
忙
裏
楡
閑
。
仰
戴
尭
天
。
高
歌
舜
日
。
然
錐

如
是
。
且
道
。
動
静
不
拘

一
句
。
作
磨
生
道
。

(N
.
 
2
-
3
1
-
3
.
 
2
7
4
b
)

と
述
べ
て
、

い
わ
ば
世
法
と
仏
法
と
を
、

ど
の
よ
う
に
自
己
同

一
化
す

る
か
に
、
禅
者
と
し
て
の
力
量
を
見
出
そ
う
と
す
る
。

こ
こ
で
貴
顕
に

よ
る
帰
依
は
、

一
面
で
は
そ
の
人
の
教
え
の
素
晴
し
い
こ
と
を
、
国
家

が
認
め
た

こ
と
を
意
味
し
よ
う
が
、
反
面
そ
こ
で
は
方
外
の
立
場
を
と

る
仏
教
か
ら
、
否
応
な
く
国
家
体
制
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
仏
教
界

の
状

況
が
浮
び
上
が
る
。
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
教
え
を
説
く
に
せ
よ
、
現

体
制
を
批
判

し
超
克
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
故
、
寺
産

の
保

護
を
は
じ
め
と
し
た
幾
多
の
保
証
が
与
え
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
相
国
寺
を
は
じ
め
と
し
た
各
寺
が
、
庶
民
の
生
活
と
ま

っ
た
く
無
縁
だ

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
〔東
京
夢
華
録
〕
は
、
ま
さ

に

そ
の
点
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
。
毎
月
五
日
、
相
国
寺
の
境
内
に
立

つ

市
場
は
、
喧
騒
を
極
め
る
し
、
元
朝
や
元
宵
の
参
詣
も
あ
る
。

問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
庶
民
と
、
禅
の
立
場
、

あ
る
い
は
教
理
と
い

っ
た
も
の
と
が
、

ど
の
程
度

の
結
び
つ
き
を
持

っ
て
い
た
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
道
端
良
秀

〔申
国
仏
教
思
想
史
の
研
究
〕
、あ
る

い
は
ケ
ネ
ス
・
チ

ェ
ン
、
福
井
文
雅

〔仏
教
と
中
国
社
会
〕
な
ど
、
先

達

の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
推
測
す
る
な
ら
、
唐
末
五
代
の
戦
乱
を
経

て
成
立
し
、
中
国
仏
教
界
を
席
捲
し
た
感

の
あ
る
禅
宗
も
、

こ
と
民
衆

教
化
と
な
る
と
、
さ
ほ
ど
画
期
的
な
手
段
を
開
拓

し
え
な
か

っ
た
と
思

わ
れ
て
く
る
。
〔東
京
夢
華
録
〕
が
記
す
よ
う
な
民
衆
の
要
求

に
応

じ

た
の
は
、
多
分
唐
代
以
来

の
経
師

・
唱
導
師

・
説
法
師

・
俗
講
僧

・
化

俗
法
師

・
遊
行
僧

・
邑
師

・
社
僧
と
い
っ
た
人

々
で
あ

っ
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
禅
僧
と
呼
ば
れ
る
人
々

が
、
庶
民
の
教
化
に
無
為
無
策
で
あ

っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

ち
な
み
に
、
鏡
島
元
隆
等

〔訳
註
禅
苑
清
規
〕

の
成
果
に
よ
れ
ば
、

禅
院
に
お
け
る
化
主

の
意
味
が

「教
化

の
主
人
」
か
ら
、
「
勧
化

の
主

人
」
に
変

っ
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
と
言
う
。
そ
こ
で
は
、
叢
林
に
お
け

る
経
済
的
側
面
の
強
化
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
 (同
書
、

一

七
頁
)
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。
化
主
を
送
る
上
堂
な
ど
は
、

寺
院
経
営
の

一
翼
を
荷
う
化
主
の
存
在
を
よ
り
印
象
づ
け
る
。
し
か
し

中

国
禅

の
民
衆
教
化

に

つ
い
て
 
(
永

井
)
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さ
ら
に
言
う
な
ら
、
化
主
の
語
義
の
変
化
は
、
そ
れ
ま
で
、

フ
ロ
の
求

道
者
を
対
象
と
し
た
教
化
が
、
在
家
の
人
々
も
含
め
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
も
意
味
し
よ
う
。
叢
林
が
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ
れ
、
外
に
向

っ

て
門
を
開

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
北
宋
の
化
主
が
、
在
家
信
者
相
手

に
勧
化
集
財
の
み
を
行

っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
当
然
そ
こ
で
は
、
財

施
と
法
施

の
交
換
が
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
禅
者
の
在

家
化
導
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
は
説
か
れ
る
法
施
の
内
容
で
あ
る
。

し
か
も
こ
こ
に
は
民
衆
側
の
、
仏
教

へ
の
理
解
の
問
題
も
あ
る
。
無
学

文
盲
の
人
が
高
率
を
占
め
た
と
推
測
さ
れ
る
当
時
の
中
国
社
会
に
お
い

て
、
い
か
に
教
外
別
伝
不
立
文
字
を
標
諺
す
る
と
は
言
え
、
禅
の
布
教

が
容
易
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
禅
僧
と
文
人
士
大
夫
の
交
流
が
喧

伝
さ
れ
る
の
は
、
思
想
的
な
重
要
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
が
稀

有
な
こ
と
で
あ

っ
た
か
ら
と
も
言
え
よ
う
。

と
す
れ
ば
民
衆
教
化
の
内

容
も
、
因
果
応
報
、
勧
善
懲
悪
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。

少
な
く
と
も
朱
子
は
、

こ
の
点
を
厳
し
く
論
難
す
る
の
で
あ
る
が
、

(〔朱
子
語
類
〕
一
二
六
)
、
朱
子
の
労
力
が
、
必
ず
し
も
奏
功
し
な
か

っ

た
こ
と
は
、
後
に
成
立
し
た
中
国
文
学
の
一
部
に
、
因
果
応
報
を
色
濃

く
反
影
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
点
か
ら
も
推
察

し
う
る
 
(沢
田
瑞
穂

〔仏
教
と
中
国
文
学
〕)
。

三

と
も
か
く

〔禅
苑
清
規
〕
は
、
施
主
の
依
頼
に
よ
る
看
経
な
ど
の
事

実
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
施
主
に
対
し
て
い
か

に
布
教
す
る
か
と
い
う

面
に
配
慮
し
て
、
巻

一
〇
に

「勧
檀
信
」
の
項
を
た
て
る
。

在
家
菩
薩
。
先
当
事
仏
。
務
極
厳
謹
。
永
断
輩
酒
。
堅
守
斎
法
。
於
諸
慾

染
。
誓
不
擬
犯
。
親
近
知
識
。
発
明
己
見
。
随
其
悟
入
。
如
理
修
行
。
若
初

心
之
士
。
未
能
頓
除
輩
酒
。
且
食
早
素
。

一
月
之
間
。
已
能
減
半
。
久
習
淳

熟
。
自
能
永
断
長
斎
。
乃
欲
障
厚
者
。
先
且
奉
行
五
戒
。
然
後
進
登
菩
薩
清

浄
大
戒
。
若
未
能
親
近
知
識
者
。
但
応
読
諦
大
乗
助
発
正
見
。
若
未
悟
摩
詞

般
若
者
。
但
依
仏
語
修
行
。
時
中
亦
不
虚
棄
。
学
般
若
菩
薩
。
応
当
勤
発
願

云
。
南
無
仏
。
南
無
法
。
南
無
僧
。
願
身
心
案
楽
。
進
道
無
魔
。
般
若
光
中

念
念
之
間
。
常
以
般
若
。
発
悟

一
切
衆
生
。
普
願

一
切
衆
生
。
頓
悟
摩
詞
般

若
波
羅
蜜
多
。
同
成
無
上
正
遍
知
覚
。

(訳
注
本
、
三
七
頁
)

こ
の
一
段
を
み
る
た
め
に
は

〔禅
苑
清
規
〕
最
古

の
刊
本
た
る
高
麗
本

に
右
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
考
え
う
る
の

は
二
つ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
初
め
か
ら
な
く
て
後

に
付
加
さ
れ
た
か
、

初
め
は
あ

っ
た
の
に
高
麗
本
の
時
点
で
削
除
さ

れ
、
の
ち
復
活
し
た
か

で
あ
る
。
今
、
そ
の
結
論
は
出
し
え
な
い
が
、
仮

に
前
者
と
み
て
も
、

宗
蹟
の
立
場
と
ま

っ
た
く
乖
離
す
る
と
は
思
え
な

い
。

後
述
す
る

「
勧
念
仏
頗
」
に
よ
っ
て
宗
蹟
自
身
が
斎
戒
重
視

の
立
場
に

あ
る
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
も
、
「
勧

念
仏
頒
」
と

「
勧
檀
信
」
の
内
容
を
ど
う
捉
え

る
か
と
い
う
問
題
は
残

る
。
さ
ら
に

「
勧
檀
信
」
の

「檀
信
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ

っ

た
の
か
と
い
う
問
題
も
残
る
。
当
然
な
が
ら
そ
れ

は
仏
教
信
者
で
あ
る
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が
、
肝
心
な
の
は
こ
れ
ら
の
人

々
が
ど
の
よ
う
な
仏
教
理
解
を
し
て
い

た
の
か
と

い
う
点
が
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
こ
で
い
う

「檀
信
」
が
、
歴
史
上
に
そ

の
名

を
留

め

る
、
著
名
な
居
士
と
は
ま
た
異

っ
た
人

々
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
著

名
な
居
士
が
真
摯
に
参
禅
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
ら
は
例
外
の
人
々
で

あ
る
。
化
主
の
行
動
や
、
そ
の
訪
問
先
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
不
明
な
の

は
、
語
録

の
持

つ
立
て
前
の
世
界
の
外
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
周
知
の
よ
う
に
、
宗
蹟
は
雲
門
文
便
…
…
雪
貨
重
顕
-
天

衣

義
懐
-
長

藍
応
夫
-
宗

蹟
と
次
第
す
る
人
で
、
い
わ
ば
雲
門
宗

の

正
系
に
属
す
る
人
で
あ
る
。
そ
の
伝
を
収
録
す
る
禅
宗
灯
史
は
、
い
ず

れ
も
宗
蹟
を
純
禅
の
人
と
し
て
扱
う
。
と
こ
ろ
が

一
方

〔蓮
宗
宝
鑑
〕

に
あ

っ
て
は
、
蓮
宗
第
五
祖
の
位
置
も
認
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
客
観
的

に
は
、

い
わ
ゆ
る
禅
浄

一
致
を
主
唱
し
た
人
と
見
な
し
う
る
。
今
の
と

こ
ろ
語
録
の
存
在
も
知
ら
れ
ず
、

そ
の
立
場
の
全
体
像
は
定
か
で
な
い

が
、
〔勧
念
仏
頗
〕
〔勧
参
禅
人
兼
修
浄
土
〕
〔西
方
浄
土
頗
〕
〔蓮
華
勝

会
録
文
〕

〔観
無
量
寿
仏
経
序
〕

〔孝
友
文
〕

の
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

つ
ま
り
、
宗
蹟
自
身
は
、
禅
浄
を
撞
別
し
て
自
ら
の
立
場
と
し
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

い
わ
ば
禅

の
叢
林
と
し
て
の

建
て
前
、

あ
る
い
は
修
行
を
重
視
し
た
結
果

が
、

〔禅
苑
清
規
〕
の
成

文
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
先
の

「勧
檀
信
」
の
内
容

は
ど
う
か
。

そ
こ
で
は
、
ま
ず
斎
戒
を
持

つ
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に
善

知
識
と
の
親
近
に
よ
る
己
見
の
発
明
、

と
な
る
。
あ
る
い
は
、
少
し
ず

っ
斎
を
守
り
、
五
戒
を
持

っ
て
菩
薩
戒
を
受
け
よ
と
言
い
、
経
典
読
諦

も
勧
め
る
。
坐
禅
の
二
字

こ
そ
記
さ

れ
な

い
も

の
の
、
己
見

の
発
明

は
、
明
ら
か
に
坐
禅
を
前
提
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
こ
で
は
坐
禅
に
固
執
し
な
い
宗
蹟
の
立
場
も
窮
わ
れ

る
。
坐
禅
を
す
る
人
に
と

っ
て
は
、

一
つ
の
条
件
で
あ

っ
た
斎
戒
が
、

別
の
人
に
と

っ
て
は
十
分
条
件
と
も
な
る
点

で
あ

る
。
考
え

て
み
れ

ば
、
在
家
の
信
者
に
五
戒
を
、
さ
ら
に
六
斎
日

に
八
斎
戒
を
守
る
べ
き

を
求
め
る
の
は
原
始
仏
教
教
団
以
来

の
伝
統
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で

よ
い
の
だ
が
、
禅
者
が
庶
民
の
教
化
に
関
心
を
向
け
た
時
、
坐
禅
を
勧

め
る

一
方
で
斎
戒
で
も
よ
い
と
し
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、

こ
の

「
勧
檀
信
」

に
お
け
る
坐
禅
勧
奨

が
、
ど
こ
ま
で
現
実
的
で
あ

っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う

に
、
筆
者
は
、
こ
こ
で
言
う
檀
信
を
、

ひ
た
す
ら
坐
禅
に
逼
進
す
る
著

名
な
居
士
と
は
ま
た
別
な
レ
ベ
ル
の
人
と
想
定

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

宗
磧
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
を
考
慮
し
て
作
文

し
、
結
果
と
し
て
、
ま

ず
斎
戒
を
守
る
べ
き
と
い
う

一
点
に
落
着

い
た
と
み
た
い
。

考
え
て
み
る
と
、
禅
者
に
限
ら
ず
、
仏
教
者
が
社
会
に
向

っ
て
発
言

す
る
時
、
斎
戒
は
必
ず
と
り
上
げ
ら
れ
た
と
見
な
し
う
る
。
典
型
的
例

と
し
て
、
や
は
り
雲
門
宗
の
仏
日
契
嵩
が
あ
る
。
そ
の
著

〔輔
教
編
〕

は
、
儒
仏

一
致
を
説
く
書
と
し
て
夙
に
有
名
で
あ
り
、
荒
木
見
悟
氏

の

労
作
も
あ
る
。
そ
こ
で
説
か
れ
る
五
戒
を
五
常

に
配
当
す
る
思
考
は
、

中
国
禅

の
民
衆
教
化

に

つ
い
て
 
(
永

井
)
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中
国
禅
の
民
衆
教
化
に
つ
い
て
 (永

井
)

逆
に
み
る
な
ら
、
儒
教
に
お
け
る
五
常
ほ
ど
に
、
五
戒
を
重
視
し
た
結

果
で
あ
る
し
、
仏
教
の
社
会
的
対
応
を
、
五
戒
に
し
ぼ

っ
た
結
果
で
も

あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
外
来
宗
教
た
る
仏
教
が
、
中
国
社
会
に
適
応

し
て
ゆ
く
上
で
、
中
国
人
が
理
解
し
た
仏
教
は
五
戒
=
五

常
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
ろ
う
し
、
仏
教
の
側

で
も
、
中
国
人
の
倫
理
観
に
た

が
わ
ぬ
も

の
と
し
て
、
五
戒
を
捉
え
か

つ
説
い
た
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
こ
で
は
必
然
的
に
、
戒
の
持

つ
倫
理
的
側
面
が
強
調
さ

れ
、
求
道

に
関
わ
る
部
分
が
稀
薄
に
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
斎
戒
重
視
の
態
度
は
、

一
人
宗
蹟
の
み
に
と
ど
ま

ら
な
い
。

時
代
は
下
る
も
の
の
、
南
宋
の
王
日
休
、

丹
穴
老
人
陳
録
、
如
如
居

士
顔
内
な
ど
も
、
基
本
的
に
は
戒
律
重
視
の
立
場
に
あ
る
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
し
、
北
宋
よ
り
起

っ
た
、
天
台
系

の
清
覚

に
よ
る
白
雲
宗

も
、
在
家
教
団
と
し
て
斎
戒
を
持
す
べ
き
を
主
張
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
斎
戒
は
ど
の
条
目
も
等
し
く
持
た
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

重
要
な
る
こ
と
に
差
違
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に

〔優
婆

塞
戒
経
〕

で
は
分
受
戒
も
認
め
る
。

こ
れ
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
機
能

し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
中
国
仏
教

で
特
に
強
く
説
か
れ
た
の
は
、

や
は
り
不
殺
生
戒
で
あ

っ
た
。
禅
宗
に
お
け
る
不
殺
生
戒
重
視
に
つ
い

て
は
、
夙

に
論
じ
た
面
も
あ
る
 (拙
稿

「中
国
禅
の
職
業
観
」
〔宗
学
研
究
〕

二
七
)
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
乗
仏
教
の
立
場
か
ら
殺
生
を
禁
ず
る
立

場
は
、
我

々
の
予
想
以
上
に
在
家
信
者

の
生
活
を
規
制
し
た
と
み
て
よ

い
。
肉
食
を
当
然
視
す
る
中
国
人
固
有

の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
人
間

が
生
き
る
た
め
に
動
物
を
殺
す

こ
と
は
、
必
ず
し
も
罪
悪
で
は
な
い
。

道
教

の

〔斎
戒
録
〕
が

道
不
五
戒
。

一
者
不
得
殺
生
。
二
者
不
得
嗜
酒
。
三
者
不
得
口
是
心
非
。
四

者
不
得
楡
盗
。
五
者
不
得
淫
色
。
十
善
。

一
念
孝
順
父
母
。
二
念
忠
事
君

師
。
三
念
慈
心
万
物
。
四
念
忍
性
容
非
。
五
念
諌
謬
翻
悪
。
六
念
損
己
救

窮
。
七
念
放
生
養
物
。
種
諸
果
林
。
八
念
道
辺
舎
井
。
種
樹
立
橋
。
九
念
為

人
興
利
除
害
。
教
化
未
悟
。
十
念
読
三
宝
経
律
。
恒
奉
香
花
供
養
之
具
。
凡

人
常
行
此
五
戒
十
善
。
恒
有
天
人
善
神
衛
之
。
永
滅
災
狭
。
長
頚
福
祐
。
唯

在
堅
志
。

〔道
蔵
、
1
1
-
9
4
3
b
〕

と
し
て
、
不
殺
生
戒
を
最
初
に
掲

げ
た
上

に
、
五
戒
十
善
を
説

く

の

は
、
明
ら
か
に
仏
教
か
ら
の
影
響
で
あ

っ
て
、

民
衆

の
側
か
ら
の
要
求

で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
斎
戒
が
説
か
れ
る
時
、

必
ず
前
提

と
し
て
あ
る
の
が
三
世

両
重

の
因
果

で
あ
る
。
し
か
も

こ
こ
で
は
、
六
道
輪
廻
が
実
体
と
し
て

あ
る
。
破
戒
に
よ
る
善
根
の
消
滅

は
、
そ

の
ま

ま
堕
地
獄

と
直
結

す

る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
発
想
は
、
説
く
側
に
と

っ
て
も
、
説
か
れ
る

側
に
と

っ
て
も
、
事
実
以
外
の
何
も
の
で
も
な

か

っ
た

の
に
違

い
な

い
。
来
世
で
の
苦
果
を
何
と
か
す
る
た
め
に
も
、
斎
戒
は
守
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
宗
蹟
は
、
斎
戒
の
み
で
よ
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「勧

檀
信
」
の

一
段
が

〔禅
苑
清
規
〕
に
収
録
さ
れ
た

こ
と
を
勘
案
す
る
な
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ら
、
斎
戒
↓
参
禅
の
順
を
予
想
す
る
こ
と
は
も
で
き
よ
う
。
し
か
る
に

〔楽
邦
文
類
〕
巻
五
の

「勧
念
仏
類
」
で
は
、

懇
修
斎
戒
莫
因
循
。
千
聖
同
開
念
仏
門
。

一
旦
功
成
帰
浄
土
。
白
毫
光
裏
奉

慈
尊
。

(
t
.
 
4
7
-
2
1
9
c
)

と
述
べ
、
斎
戒
↓
念

仏
と
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ

の
場
合
、
宗
蹟

は

「
西
方
是
本
郷
」
の
立
場
を
崩
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
「
西
方
浄

土
頚
」
で
、

人
間
禅
家
者
。
宗
門
万
事
忘
。
既
能
超
極
楽
。
何
必
往
西
方
。
却
聴
禅
家

語
。
西
方
是
本
郷
。
馬
鳴
親
訓
謳
。
竜
樹
亦
称
揚
。

(
t
.
 
4
7
-
2
1
9
c
)

と
す
る
の
は

「
唯
心
浄
土
己
心
弥
陀
」
の
立
場
に
依
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く

「
勧
檀
信
」
と

「
勧
念
仏
頽
」
と
を
斜
酌
し
て
み
る
時
、
宗
蹟
の

民
衆
と
の
接
点
は
、
ま
ず
斎
戒
を
持

つ
と
い
う
点
に
あ
り
、
次
い
で
坐

禅
、

も
し
く
は
念
仏
の
勧
奨
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
右
の
よ

う
に
見
た
と
し
て
も
、
坐
禅
が
優
先
さ
れ
た
と
は
考
え
ず
ら
い
の
で
あ

る
。

四

と
こ
ろ
で
宗
蹟
に
は
、
〔禅
苑
清
規
〕
の
ほ
か
に
、
〔水
陸
縁
起
〕

一

巻
が
あ

っ
て
、
〔施
食
通
覧
〕
に
収
録
さ
れ
る
。
〔禅
苑
清
規
〕
で
は
、

叢
林
に
水
陸
堂
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
水
陸
堂
主
の
職

の
あ

っ
た
こ
と
を

明
記
す
る
。
右
は
叢
林
に
お
い
て
水
陸
会
が
常
時
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
意
味
す

る
と
い
う
 
(鏡
島
等

前
掲
書
、

一
一
五
頁
)
。
言
う
ま
で
も
な

く
、

〔水
陸
縁
起
〕
は
、
水
陸
会
修
行
の
功
徳
の
甚
大
な

る

こ
と
と
、

そ
の
起
源
に
言
及
し
、
積
極
的
に
水
陸
会
を
行
う
べ
き
を
述
べ
る
。
成

立
の
由
来
た
る
縁
起
か
ら
説
き
起
す
の
は
、
当
然

そ
の
対
象
と
し
て
在

俗
の
施
主
の
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
。

水
陸
会
を
初
め
て
修
し
た
の
は
、
梁
の
武
帝
と
さ
れ
る
が
、
以
後
、

仏
教
史
上
、
水
陸
会
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
行
事
は
決
し
て
少
な
く

な
い
。
さ
ら
に
現
存
の
資
料
か
ら
す
れ
ば
、
北
宋
代
に
は
天
台
宗
の
遵

式
や
知
礼
に
よ
る
施
餓
鬼
儀
軌
の
整
備
も
行
わ

れ
る
。
先
の

〔施
食
通

覧
〕
は
、
そ
れ
ら
の
儀
軌
の
大
成
で
あ
り
、
多
分
、
後
の
雲
棲
篠
宏
の

出
現
ま
で
大
き
な
権
威
を
持
ち
続
け
た
と
思
わ
れ

る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
宋
と
い
う
時
代
が
、
施
餓
鬼
の
歴
史
を
考
え
る

上
で
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

そ
れ
は
禅
を
標
榜
す

る
人
々
も
例
外
と
し
な

い
。
宗
瞳
が
、

〔禅
苑
清
規
〕
に
、
水
陸
堂

や

水
陸
堂
主
を
記
す

の
が
、
従
前

の
叢
林
の
施
設
や
行
事
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
し
た
の
か
、
敢
え
て
書
き
加
え
た
の
か
は
別

と
し
て
、
そ
れ
が
修
行

僧
に
と
っ
て
第

一
義
的
な
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
-
例

え
ば
、
水

陸
会
が
常
時
行
わ
れ
る
に
し
て
は
、
そ
の
行
法

が
記
さ
れ
な
い
の
は
、

宗
磧
の
水
陸
会
に
対
す
る
扱
い
を
推
定
さ
せ
る
と
同
時
に
、
記
す
必
要

も
な
い
程
、

周
知
の
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
-
民

衆
と
の
結
び

つ

き
の
上
で
は
不
可
欠
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

水
陸
会

の
由
来
に
つ
い
て
は
、
従
来
三

つ
ほ
ど
の
説
が
あ
る
が
、
周

知
の
よ
う
に
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
持

ち
続

け

る
の

中

国
禅

の
民
衆
教
化

に

つ
い
て
 
(
永

井
)
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中
国
禅
の
民
衆
教
化
に
つ
い
て
 (永

井
)

は
、
〔救
抜
燈

口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
〕
に
よ
る
喩
伽
燈
口
施
餓
鬼
で
あ
る
。

そ
こ
で
は

一
切
の
餓
鬼
や
婆
羅
門

へ
の
施
食
と
そ
の
功
徳
と
が
説
か
れ

る
。
考
え

て
み
れ
ば
、
輪
廻
を
解
脱
で
き
ず
、
餓
鬼
道
に
処
し
て
い
る

の
は
、
我
が
肉
親
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
に
施
食
す
る
こ
と

は
、
自
ら
善
根
を
積
む
こ
と
と
、
実
質
的
に
肉
親

へ
の
供
養

の
意
味
を

持

つ
。
豪
壮
な
規
模
の
も
と
に
建
設
さ
れ
た
幾
多
の
王
陵
の
存
在
は
、

現
世
の
引
き
続
き
と
し
て
の
来
世
の
実
在
を
肯
う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ

か
ら
し
て
も
、
仏
教
渡
来
以
前
か
ら
来
世

へ
の
概
念
は
十
分
に
あ

っ
た

と
み
て
よ
い
。

そ
の
よ
う
な
固
有
の
観
念
を
持

つ
人
々
に
と

っ
て
、
施
餓
鬼
は
極
め

て
受
け
容
れ
易
い
内
容
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
う
る
。
水
陸
会
は
、
因

果
応
報
や
孝
思
想
が
合
体
し
た
所
産
と
言
え
る
。
朱
子
が
い
み
じ
く
も

以
其
有
生
死
輪
回
之
説
。
而
自
謂
可
以
不
論
於
罪
苦
也
。
則
天
下
之
傭
奴
暴

碑
黙
髭
盗
賊
。
亦
飼
旬
而
帰
之
。

(朱
子
文
集
七
〇
)

と
述
べ
て
批
判
す
る
の
も
、
あ
る
部
分
で
水
陸
会
に
代
表
さ
れ
る
か
も

し
れ
ぬ
仏
教
の
因
果
論
を
前
提
と
し
て
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
仏
教
と
葬
祭
儀
礼
と
の
関
係
も
、
北
宋
に
お
い
て
本
格
化

す
る
と
み
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
道
吾
円
智
 
(七
六
九
-
八
三
五
)
 と
漸

源
仲
興
師
資
に
よ

る

「生
耶
死
耶
」
の
問
答
 
(
〔碧
巌
集
〕
第
五
五
則
)

な
ど
は
、

そ
れ
以
前

の
も
の
で
あ
る
が
、
儀
礼
と
し

て
完
成
し
た

の

は
、
多
分
、
北
宋
で
あ

っ
た
ろ
う
。
事
実
、
北
宋
に
活
躍
し
た
雲
門
宗

の
人

々
の
語
録
を
検
索
す
る
と
、
彼
ら
が
少
な
か
ら
ず

「
下
火
」
を
行

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

語
録
を
遺
す
ほ
ど
の
高
僧
で
あ
、っ
て
も
、
在
家
の
仏
教
信
者

の
葬
儀

に
参
画
し
、
祭
祀
の
中
心
的
役
割
を
は
た
し
た

の
で
あ
る
。
儒
教

の
根

本
と
も
言
え
る

「孝
」
を
全
う
す
る
意
味
で
の
葬
儀
は
、
す
で
に
仏
教

に
先
行

し
て
あ
る

(〔儀
礼
〕喪
服
・
士
喪
礼

既
夕
礼

士
虞
礼
)
。
そ

の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
仏
教
が
孟
蘭
盆
や
施
餓
鬼
を
行
い
、
さ
ら
に
葬

祭
に
参
画
し
、
中
陰
も
行
う
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
仏
教
が
よ
り

一

層
、
中
国
社
会

へ
と
け
込
ん
だ
結
果
と
見
な
し
う
る
。
試
み
に
小
論
冒

頭
の

〔東
京
夢
華
録
〕
巻
四
の
記
事
は
、
庶
民
に
い
た
る
ま
で
追
善
を

行

っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
こ
で
は
僧
尼
道
士
の
区
別
も
な
か
っ
た

こ
と

を
知
ら
し
め
る
。

翻

っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
宗
蹟

が
、

〔禅
苑
清
規
〕
の
中

で
、
尊
宿

や
亡
僧

へ
の
葬
儀
法
を
確
立
す
る
に
い
た

っ
た

の
も
、
右
の
よ
う
な
現

状
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
多
分
、
現
実

は
宗
蹟
の
記
述
よ
り

も
先
行
す
る
。
水
陸
会
を
め
ぐ

っ
て
の
対
応
は
そ
の
感
を
深
く
さ
せ
る

し
、
葬
儀
の
問
題
を
含
め
て
考
え
て
も
死
者
を
悼

む
心
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
そ
れ
ら
の
行
為
の
基
盤
に
は
、
孝
思
想
、
三
世
に
わ
た
る
因
果
観

な
ど
が
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
こ
の

よ
う
な
発
想
は
、
説
く
側
に
も
説
か
れ
る
側
に
と
っ
て
も
実
体
と
し
て

信

じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。

(1
9
8
5
.
 
7
)

(駒
沢
大
講
師
)
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